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はじめに 
 
　近年、情報技術の発展に伴い、キーボード入力やフ
リック入力など、従来では不可能であった文字入力が可
能になってきている。 
　本研究では、人の関節、動きを検知できる、マイクロ

ソフト社のKinectというカメラセンサに着目した。Kinect
を使い、従来あるキーボード入力、フリック入力などの

文字入力から新たに文字入力を作ることで、社会に活用

できる可能性がある。そこで実際にKinectを用いて文字入

力をすることが可能であるか検証するために、文字入力

ツールを開発した。 
 
 
ポーズ文字入力方法 
 
　Kinectで人物検出すると、人物に骨格が表示され、 
腕、足を特定の位置にある場合、画面に文字が表示さ
れ、上部の吹き出し部分に入力される。 
 
 
 
工夫点 
 
　表示するすべてのひらがな、濁音、半濁音、吃音を合

わせると80個あり、1つの文字に1つのポーズを与えると

使用するのに難易度が上がってしまう。そこで,ローマ字

入力を参考に子音が11個、母音が5個、合計16個のポーズ

を組み合わせることにより80の文字を表現することがで

きる。入力動作は、身体の上半身（腕）、下半身（足）

を使い、 
多くポーズを表現できる上半身を子音、 
表現が少ない下半身を母音に対応させた.。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




